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国際ロータリー 第 2780地区 第９グループ 

湯河原ロータリークラブ 週 報 
 

 
202３年１２月２２日（金） 第２９４７回例会 形式：対面 天候：晴 

合唱：それでこそロータリー 
 

会 長 佐藤 友彦  幹 事 櫻井 武志 

事務所：神奈川県足柄下郡湯河原町宮上 566 湯河原温泉観光協会 

TEL 0465(64)1234  FAX 0465(63)1716 例会場：ニューウェルシティ湯河原 例会日：毎週金曜日 12:30～13:30 

 

皆さん、こんにちは。本日は師走の

お忙しい中、本年最後の例会に多く

の皆様にご出席を賜り御礼申し上げ

ます。 

2023-2024 年度という事で半年

間、皆様のご協力のおかげを持ちまし

て会長職を務める事が出来ました事にも重ねて感謝し御礼を

申し上げる次第でございます。私事で恐縮ですが一昨年の１

２月に病を患い一昨年、昨年と年末年始は体調が悪く思うよ

うに外出も出来ず自宅にて療養している中、楽しみだったの

が箱根駅伝であります。学生一人一人がこれまで自身が感じ

得た様々な想いや支えてくれた家族をはじめ大切な人のここ

ろ、そして残念ながら走る事の出来ないチームメイトをはじめ

とする仲間たちの気持ちを背負い、長きに渡って汗や涙の詰

まった母校の伝統を襷として懸命に繋いでゆく姿に自分も前

を向いて、決して諦めずに頑張ろうと励まされ、勇気を貰いま

した。その結果、本日この場に元気で立てているのかなと思っ

ています。 

ここで少し駅伝のルーツをお話致します。明治４５年ストック

ホルム五輪にて陸上長距離競技（マラソン）に金栗四三さん

という方が日本人として初めて出場します。結果は、残念なが

ら途中棄権となります。自身の結果から世界とのレベルの差

を実感し世界で通用する日本人選手を育成しなければとの

気運が高まり、大正６年に日本初の駅伝大会である東京奠都

五年奉祝東海道駅伝徒歩競争が東京上野（不忍池）から京

都（三條大橋）までの全長５１６㎞を昼夜３日かけて開催されま

した。今年の箱根駅伝は第１００回の記念大会という事で例年

より３校多い、２３校が出場します。これまで幾多のドラマがあ

った中で今回はどのような大会となるか非常に楽しみでありま

す。箱念駅伝に例えれば会長職をさせて頂いてから丁度折り

返しの往路が終わる所です。残りの６か月も着実に走り次年

度にしっかりと襷を渡したいと思います。皆様には引き続き、ご

指導とご協力を賜りますようお願い申し上げると共にたまにお

褒めの言葉等頂けたら更に力が出てオーバーペースで走れ

ると思いますのでよろしくお願い致します。最後になりますが

新しい年が皆様にとりまして良い年になります事をご祈念致し

まして本年、最後のご挨拶に代えさせて頂きます。 

１月１２日、皆様にお会いできることを楽しみにしております。

ありがとうございました。 

 

幹事報告  なし 

 

連絡事項 

１．次週は規定により休会です。１月の例会は、５日特別休会、

１２日新年懇親会、１９日通常例会、２４日ＩＭ・合同例会、２６日

休会となります。皆様良いお年をお過ごしください。 

 

スマイルボックス 

結婚記念日 宮川勝行君（１２／２２） 

高瀬美穂君（小田原城北ロータリークラブ） 

本日は年内最後の例会、お忙しい中、温かく迎え入れていた

だきありがとうございます。限られた時間ですが楽しませてい

ただきます。宜しくお願いいたします。 

深澤昌光君 

土肥会で毎年実施している宿泊研修で横須賀・千葉方面で

土肥實平が千葉の豪族上総の介千葉氏の協力を得て、鎌倉

に入り鎌倉幕府が樹立することができましたことについて湯

河原新聞に掲載することができました。 

青木義美君 

今年も家庭内騒動になりそうなラブラブ年賀状作っちゃいま

した。迷惑になりそうでしたら元旦に届きますので早めに処分

してください。 

常盤孝司君 

昨日、吉村会員と新年会の御用足しに小田原に行って来まし

た。１．１％予算オーバーでしたが楽しく買い物させていただき

ました。 

会長挨拶 
 

佐藤 友彦 
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クリスマスケーキが配られたので全員でスマイル。 

 

出席報告 ゲスト ０名 ビジター １名 

  会員 ２２名 欠席１名（免除者０名） 

  出席率 ９５．４５％ 

  前回の修正出席率 ７７．２７％ 

  前々回の修正出席率 ９５．４５％ 

  事前メークアップ ０名 

ビジター 高瀬美穂様（小田原城北ロータリークラブ） 

 

卓話 

西山 敦 君 
  

 皆様こんにちは。今年の卓話では、伊勢神宮式年遷宮につ

いてお話いたします。 

 

 式年遷宮の「式年」とは定められた年を、「遷宮」とは宮を遷

す（うつす）事を意味します。式年遷宮は２０年に一度、正殿を

はじめとする殿舎と御装束、神宝を新たに造り替え、大御神に

新宮にお遷りいただくお祭りで、９年の歳月をかけて３３のお祭

りと行事を重ねて行います。この制度は約１３００年前、天武天

皇のご発意により始まり、持統天皇４年（６９０年）に第１回が行

われ、その後戦国時代の１２０年以上におよぶ中断や幾度か

の延期などがあったものの、２０１３年の第６２回までおよそ１３

００年にわたって行われてきました。 

 第６２回式年遷宮は２００５年から各行事が進行し、２００９年

には主要な行事である内宮に関わる「宇治渡始式」が、２０１３

年には正遷宮（神体の渡御）が斎行されました。神宮司庁によ

ると、２０１３年までの各行事を含む第６２回式年遷宮全体の費

用は「建築、衣服、宝物の製作を含め約５５０億円」で、このう

ち３３０億円が伊勢神宮の自己資金、２２０億円が寄付でまか

なわれたということでした。今回は式年遷宮３３のお祭りの中

の８つについての概略をお話いたします。 

 

式年遷宮・祭典と行事 

「山口祭（やまぐちさい）」 

 遷宮の最初の行事として、用材を切り出す御杣山（ごそまや

ま・みそまやま）の山口にある神を祭る儀式です。現在、用材

は木曽山中から切り出していますが、この儀式は古来のまま

で、内宮は神路山（かみじやま）、外宮は高倉山（たかくらやま）

と、いずれも境内背後の山で行われます。 

 

「木本祭（このもとさい）」 

御正殿の御床下に奉建する心の御柱を伐採するにあたり、

その木の本に坐す神をまつります。深夜に行われ、その様子

は非公開です。 

「御杣始祭（みそまはじめさい）」 

古くからの作法である三ツ尾伐り（みつおぎり）によって御

樋代（みひしろ：御神体を納める容器）にする木を切り出す行

事です。式典は内宮・外宮の順で行われ、内宮用・外宮用各１

本の２本を交差するように倒すのが習わしです。山元からの

輸送は木曽森林鉄道を用いるのが伝統で、現在もごく短距離

ながら急用林の保存線を使用しています。 

「木造始祭（こづくりはじめさい）」 

造営工事の開始にあたって、作業安全を祈る儀式です。御

木曳初式で運び入れられた役木の前に神饌を備え、家屋の

守護神である屋船大神に祝詞を奏上します。式では小口を切

り、墨を引き、忌斧を打ち入れる所作を行います。 

「手斧始（ちょうなはじめ）」 事始（ことはじめ）神事とも 

内宮では祭儀の前に、外宮では祭儀の後に、神宮司庁が造

営作業に携わる「神宮式年遷宮造営庁」の関係者を、膳と神

酒でもてなす饗膳の儀（きょうぜんのぎ）が行われます。 

「宇治橋渡始式（うじばしわたりはじめしき）」 

安全祈願として橋を守護する饗土橋姫神社（あえどはしひ

めじんじゃ）で祈願した後、萬度麻（まんどどぬさ）を擬宝珠に

納めます。神領地から選ばれた「渡女（わたりめ）」を先頭に、

夫、子夫婦、孫夫婦が渡り初めを行い、全国から選ばれた三

世代揃った夫婦が続きます。 

「御木曳行事（おひきぎょうじ）」 

神領民と全国の崇敬者により、御用材を古式のままに両宮

域内へ曳き入れる盛大な行事です。内宮は五十鈴川を川曳

し、外宮は御木曳車で陸曳します。遷宮諸祭・行事の中でもっ

ともにぎやかな行事です。 

「御白石持行事（おしらいしもちぎょうじ）」 

新しい御正殿の敷地に敷き詰める「お白石」を奉献する民

俗行事です。宮川より拾い集めた「お白石」を奉曳車・木橇（き

そり）に載せ、沿道や川を練り進みます。神域に入ってからは

一人一人が白布に「お白石」を堤、遷宮後は立ち入ることの出

来ない新宮の御垣内、真新しい御正殿の近くまで進み、持参

示唆「お白石」を奉献する行事です。御木曳行事と共に、私達

が参加できる数少ない行事です。 

 

次回の式年遷宮は２０３３年です。 


